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春風とともに垂水麓を歩く



今 月 の ポ ス ト カ ー ド 表 面

P O S T  C A R D

平成 28 年度から、垂水市の魅力発信のために、広報たる

みずに「ポストカード」をご用意しました！家族や友人、

恋人に送って、垂水市の PR にご協力をお願いいたします！

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕
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◎今月の表紙／今月号の表紙は、

特 集「 春 風 と と も に 麓 を 歩 く 」

にちな み、春を感じ られる景観

を探し、 境地区の国 道沿いの早

咲き桜を撮影しました。

こ ち ら
市 長 室

市長コラム

◎１階市長席は、新型コロナウイルス感染症対策のため、当分の間、中止とさせていただきます。
　ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

　３月に入りました。一昨年より続く新

型コロナウイルスの対応について、医療

従事者・福祉・教育関係者の皆様をはじ

め、感染拡大防止にご尽力いただいてい

る全ての方々に、改めて心から感謝申し

上げます。一方で、経済的影響を受けて

おられる皆様に対しても最大限の対策を

講じてまいります。みんなで協力して、

この困難を乗り越えましょう。

　現在、令和４年度の施政方針を掲げる

３月議会が開催中です。「未来・安心・

経済」の３つの挑戦を掲げ、総予算規模

182.1 億円（一般会計：前年比 5.7％増）

の予算（案）を提案させていただきまし

た。一般会計は財政調整基金（貯金）を

取り崩すことなく、普通建設費等は振興

会等の地域の声を反映し、25.6％の増額

といたしました。

①「未来への挑戦」では、54 の主要事

業を実施します。特に「子育て支援関

連」ではこれまで以上に施策を充実さ

せ、県内トップクラスの子育て環境を目

指します。また、未来ある子供たちの為

に GIGA スクール関連の更なる整備の充

実を図ってまいります。

②「安心への挑戦」では 63 の主要事業

を実施します。鹿児島大学等関係団体と

の「たるみず元気プロジェクト」を中心

に皆様の安心を確保してまいります。

③「経済への挑戦」ではコロナで疲弊し

ている水産業・商工業・農業・林業への

支援充実に取組みます。

　４月号にて、施政方針の詳細を、改め

て紹介させていただきたいと思います。

市長の動きは
WEB からご覧
いただけます。
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〔 広報担当のシネマのススメ 〕

1 キネパス
スマートフォンで
簡単に映画予約できる
アプリを活用！

2 自動発券機
鹿児島ミッテ 10 では自動発券機で
チケットを発券！キネパスをご利用
の方は QR コードをかざすだけで
チケットを発券できちゃいます！

上映作品は、急遽予定が変更となる場合がございます。ご了承ください。

新しい感動をあなたへ！

鹿児島ミッテ 10 へ Let's  go ！ 新作
映画

鹿児島ミッテ 10 より シネマクーポン廃止のお知らせ
　平成 23 年より、皆様に提供させていただいておりましたシネマクーポンは

「新しい生活様式」・「新サービス料金の案内」に合わせ、鹿児島ミッテ 10 運
営方針の変更により廃止することとなりました。
　今後、より多くのお客様にサービスが提供できるよう努めて参ります。
ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願いします。

3 2022 年新料金
◎一般 1,900 円
◎大学・専門学生 1,500 円
◎高校・中学・小人（3歳以上）1,000 円
◎シニア（60歳以上）1,200 円

【水曜サービスデイ】
毎週水曜は料金が 1,200 円

【ペア 50 割】
どちらかが 50 歳以上の２名
１組様で料金が 2,800 円

新サービス

み ん な で 魅 力 発 信

今 月 の ポ ス ト カ ー ド 裏 面

P O S T  C A R D

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

POST  CARD

POST  CARD

新型コロナウイルス感染症
予防に関するご案内

必ずマスクの着用をお願いします。
マスク未着用の場合は
ご入場をお断りさせていただきます。

マスク着用のお願い

新型コロナウイルス感染症
予防に関するご案内

必ずマスクの着用をお願いします。
マスク未着用の場合は
ご入場をお断りさせていただきます。

マスク着用のお願い

 THE BATMAN 
－ザ・バットマン－

金
公開 3 / 11 金

公開 3 / 12 土

公開 3 / 18 金
公開 3 / 18 金

公開 3 / 25 金
公開 3 / 25 金

ウエディング・ハイ

SING 
シング・ネクストステージ

公開 3 / 4 金
公開 3 / 4 金

余命 10 年映画ドラえもん
のび太の宇宙小戦争 2021

映画おしりたんてい
シリアーティ 映画おそ松さんナイトメア・アリー
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NEWSNEWS

健 康 長 寿

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
分
か
っ
た
ご

自
身
の
結
果
表
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
結
果
表
の
見
方
や
、
各
分

野
の
先
生
方
か
ら
健
康
に
関
す
る

講
話
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
自

身
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
２
日
、

垂
水
市
文
化
会
館
で「
健
康
チ
ェ
ッ

ク
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
９
月
か
ら
10
月
に
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
２
０
０

名
に
参
加
い
た
だ
き
、
垂
水
市
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
大
石
充
教
授
を
は

じ
め
、
５
名
の
先
生
方
に
よ
る
講

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
特

典
と
し
て
、
全
員
に
カ
ン
パ
チ
が

贈
ら
れ
、
講
話
終
了
後
に
は
、
個

別
相
談
会
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
健
康
長
寿
へ

の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和３年度健康チェック報告会

健康チェックは
その後も大事

健康チェック結果表
健康チェックで分かった
①採血・心電図②脳と体の健康度③口腔機能
④栄養調査⑤睡眠調査の結果がまとめらています。

◉講師（説明順）

❶大石  充　教授
　鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
　心臓血管・高血圧内科学
　垂水市スーパーバイザー

❷窪薗  琢郎　講師
　鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
　心臓血管・高血圧内科学

❸牧迫  飛雄馬　教授
　鹿児島大学医学部保健学科理学療法学専攻
　基礎理学療法学講座

❹杉浦  剛　教授
　鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
　顎顔面機能再建学講座　顎顔面疾患制御学分野

❺今村  佳代子　理事
　鹿児島県栄養士会 理事
　鹿児島純心女子大学看護栄養学部健康栄養学科 講師

▲個別相談会の様子

市
民
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
に

　

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と
垂

水
市
は
、
１
月
19
日
に
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
と
し
て
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

を
ご
寄
贈
い
た
だ
く
な
ど
の
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
協
定
に
よ
り
、
幅
広
い
分

野
で
相
互
に
連
携
し
、
地
域
発
展

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
長
は
「
今
回
の
連
携
協
定
を

も
と
に
、
特
に
健
康
分
野
に
お
い

て
、
第
一
生
命
様
な
ら
で
は
の
知

見
や
情
報
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
各
種
検
診
の
受
診
啓
発
な
ど

に
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
木
戸

支
配
人
は
「
垂
水
市
と
ご
相
談
し

な
が
ら
、
精
一
杯
地
域
貢
献
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
を
も
と
に
、
市
民
の
皆

様
の
よ
り
良
い
生
活
環
境
の
充
実

に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▲左から松田垂水サテライトオフィス長、木戸鹿児島支社 支配人支社長、尾脇市長

▲協定書への調印の様子

主な連携事項
①健康増進・疾病予防に関すること
②高齢者支援に関すること
③女性活躍推進・婚活支援に関すること
④地域経済産業活性化に関すること
⑤スポーツ振興に関すること　
⑥教育振興に関すること
⑦地域貢献に関すること

包 括 連 携 協 定 締 結 ◎企画政策課政策推進係
　　　　　　☎内線 245

１

２

３

４

５

※健康チェックとは、本市と鹿児島大学等関係機関が連携して実施する、40 歳以上の市民を対象とした健康長寿を目的とした検査です。

※ 11 月～ 12 月の健康チェック参加者向けの報告会は、３月 20 日に開催予定です。

◎保健課健康増進係
　　　　　　☎内線 121
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 113mm：19,000 円～

NEWS

　

垂
水
市
立
新
城
小
学
校
の
創
立

１
５
０
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

が
、
２
月
12
日
に
同
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
映
像

で
の
祝
辞
披
露
や
出
席
者
の
制
限

な
ど
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
関
係
者
に
よ
る
式

辞
や
お
祝
い
の
言
葉
な
ど
を
は
じ

め
、
児
童
に
よ
る
「
生
活
科
・
ふ

る
さ
と
垂
水
発
表
会
」、
６
年
生

に
よ
る
「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」、
１
５
０
年
の
歴
史
を
映
像

で
振
り
返
る
「
新
城
ヒ
ス
ト
リ
ア
」

な
ど
、
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
、

式
典
後
に
は
、
児
童
に
よ
る
「
鎌

ん
手
踊
り
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
か
ら
の
寄
附
を

も
と
に
、
複
数
の
記
念
事
業
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
節
目
を
祝
っ
た
記
念
式

典
は
、
児
童
・
保
護
者
・
職
員
・

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
皆

さ
ん
の
新
城
小
学
校
へ
の
深
い
愛

着
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

地域とともに、150 年

新 城 小 学 校

１／式に参加した全校児童 21 名　２／青年グループ作成のイ
ルミネーション　３／実行委員会（地域）の皆さん　４／生活
科・ふるさと垂水発表会の様子　５／新城ヒストリア観覧の様
子　６／鎌ん手踊り披露

１ ２

３

４ ５ ６

150 周年
記念事業
のひとつ

「木製看板」

◎垂水市立新城小学校
　　　　　　☎ 35-2004
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身
近
に
あ
る
日
本
遺
産
「
麓
」

　

垂
水
に
日
本
遺
産
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
令
和
元
年
５
月
、
県
内
で
初
め
て
の
日
本
遺

産
と
な
る
『
薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町
～
武
家
屋
敷

群
「
麓
」
を
歩
く
』
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ひ

と
つ
に
、
現
在
の
垂
水
小
学
校
を
中
心
と
し
た
『
垂

水
麓
』
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
は
他
藩
よ
り
武
士
の
人
数
が

多
く
、
約
４
分
の
１
は
武
士
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
外
敵
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
、
本
城
で
あ
る
鹿

児
島
城
を
中
心
に
、
各
地
に
外
城
を
配
置
し
武
士
た

ち
を
住
ま
わ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
薩
摩
藩
独
自
の

外と
じ
ょ
う城
制
度
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

麓
と
は
、
外
城
の
中
心
部
を
形
成
し
て
い
た
武
家

屋
敷
群
の
こ
と
で
す
。
防
御
に
適
し
た
場
所
に
作
ら

れ
、
門
と
玄
関
の
間
に
生
垣
を
配
置
す
る
な
ど
、
城

を
模
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
薩
摩
藩
の
領

内
に
は
、
約
１
２
０
カ
所
も
の
麓
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
和
な
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
幕
府
や

他
藩
の
武
士
た
ち
が
武
芸
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
一
方

で
、
薩
摩
藩
の
武
士
た
ち
は
、
心
身
を
鍛
え
、
農
耕

等
に
従
事
し
、
武
芸
に
磨
き
を
か
け
る
日
々
を
、
麓

で
過
ご
し
て
い
た
の
で
す
。

　

４
０
０
年
以
上
前
に
形
成
さ
れ
、
か
つ
て
多
く
の

武
士
の
生
き
た
垂
水
麓
を
歩
き
、
薩
摩
の
武
士
の
文

化
・
伝
統
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

垂
水
麓
の
特
徴

　

垂
水
麓
に
は
残
念
な
が
ら
出
水

麓
等
に
あ
る
よ
う
な
武
家
屋
敷
群

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

垂
水
麓
は
日
本
遺
産
の
11
あ
る
麓

の
中
で
唯
一
、
島
津
一
門
家
（
垂

水
島
津
家
）
に
よ
る
格
式
の
高
い

麓
で
す
。
広
大
な
範
囲
で
整
然
と

し
た
格
子
状
の
区
画
が
広
が
っ
て

い
た
当
時
の
麓
の
場
所
が
、
そ
の

ま
ま
市
街
地
と
し
て
発
展
し
、
現

在
で
も
格
子
状
の
区
画
が
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

島
津
一
門
家
と
は
、
島
津
本
家

に
次
ぐ
家
柄
で
あ
る
４
つ
の
島
津

の
分
家
（
重
富
家
、
加
治
木
家
、

垂
水
家
、今
和
泉
家
）
の
こ
と
で
す
。

垂
水
島
津
家
は
江
戸
時
代
に
垂
水

を
治
め
た
島
津
の
分
家
で
あ
り
、

江
戸
時
代
半
ば
に
は
、
学
問
所
「
文

行
館
」
を
建
て
る
な
ど
、
学
問
や

文
化
に
関
す
る
事
業
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
隅
に
睨
み
を

き
か
す
防
御
の
要
と
し
て
設
置
さ

れ
た
こ
と
も
特
徴
に
あ
げ
ら
れ
、

大
隅
の
重
要
な
麓
だ
っ
た
の
で
す
。

垂水には、あと２つの麓がある？
▶新城麓　松尾城の平地に設けられたお仮屋を中心に広がり、家臣た
ちの屋敷も配置され、垂水島津家第４代久

ひさのぶ

信の子・久
ひさあき

章を初代として、
4,700 石の新城島津家が創建されました。西郷隆盛もよく新城を訪れた
とされており、多くのエピソードが残されています。

▶牛根麓　島津氏が伊集院久
ひさみち

通を地頭として支配させ、その後は地頭
を常駐せず、麓のお仮屋において、政治行政の中心地として、地元の
名家が世襲しながら牛根郷を治めていました。お仮屋跡の周辺には、
市指定文化財の広田家の庭園が残されています。 ▲ 牛根麓・広田家の庭園（過去撮影）

春
風
と
と
も
に

垂
水
麓
を
歩
く

－ 特   集 － 

昭和 30 年頃のお長屋

垂水市史には、天保２（1645）年の縄張帳が添付されています。

縄張帳を見れば、当時の道路が現在まで、そのまま残ってい

ることが分かります。ご興味のある方は、社会教育課まで。

☎ 0994-32-7551

日本遺産とは・・・
日本遺産とは、各地域の文化・伝統を語るストーリー

を文化庁が認定し、魅力ある有形・無形の様々な文

化財を活用し、地域活性化を図ろうとするものです。

▲天保２年の縄張帳
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垂
水
島
津
家
墓
所

　

垂
水
島
津
家
墓
所
は
島
津
家
の

菩
堤
寺
で
あ
っ
た
心し

ん
の
う
じ

翁
寺
の
一
部

で
す
。（
心
翁
寺
は
明
治
時
代
の

廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
で
な
く
な
り
ま
し
た
）

　

現
在
は
、
佐
土
原
藩
主
と
な
っ

た
第
２
代
以ゆ

き
ひ
さ久

を
除
く
歴
代
の
当

主
の
墓
碑
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
２
年
３
月
よ
り
「
薩
摩
藩
主

島
津
家
墓
所
」
を
構
成
す
る
１
つ

と
し
て
、
垂
水
市
で
は
初
め
て
の

国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

垂
水
麓
の

　
名
所
を
巡
る

　

現
在
で
も
、
垂
水
麓
に
は
林
之
城
跡
地
に
残
る
お
長
屋
と
石
垣

を
中
心
に
、
多
数
の
建
造
物
、
文
化
財
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
当

時
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
に
訪

れ
て
い
た
だ
き
た
い
貴
重
な
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

お
殿で

ん
か加

神
社

　

垂
水
小
学
校
の
裏
手
に
あ
る
城

山
の
中
腹
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

祭
神
は
垂
水
島
津
家
の
祖
で
あ
る

忠た
だ
ま
さ将

で
、
永
禄
８(

１
５
６
５) 

年

に
子
の
以
久
が
父
の
た
め
に
国
分

の
清
水
に
建
立
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
寛
永
２(

１
６
２
５)

年
に

島
津
久ひ

さ
の
ぶ信

に
よ
っ
て
垂
水
郷
内
に

再
興
さ
れ
、
後
に
現
在
地
に
移
設

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
麓
の
武
士

た
ち
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

文
行
館
・
詩
文
集

　

文
行
館
は
、
第
10
代
貴た

か
す
み澄

に

よ
っ
て
、
士
族
の
子
弟
の
教
育
の

た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師

と
し
て
讃
岐
の
乾い

ぬ
い
き
ゆ
う

徽
猷
や
高
崎
の

市い
ち
か
わ
か
く
め
い

川
鶴
嗚
ら
の
学
者
を
招
き
、
そ

の
充
実
に
努
め
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
貴
澄
は
漢
詩
や
和
歌

へ
の
造
詣
が
深
く
、
家
臣
ら
も

彼
の
影
響
を
受
け
、 

貴
澄
の
漢
詩

集
『
廃は

い
ろ
く
し
こ
う

簏
詩
稿
』、
和
歌
集
『
浪な

み

の

藻も
く
ず屑

』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
「
薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町
」
魅
力
発
信
推
進
協
議

会
で
は
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、県
内
の
麓
を
有
す
る
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
２
月
初
旬
に
、
垂
水
市
に
て
無
観
客
で
開
催
さ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

郷
土
芸
能
を
踊
る
機
会
や
、

垂
水
麓
で
江
戸
時
代
の
和

歌
の
翻
字
を
す
る
な
ど
、
麓
の
文

化
に
関
わ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
代
の
文
化
に
触
れ
、

当
時
の
教
養
の
高
さ
や
芸
術
へ
の

関
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
に
は
、
必
ず
背
景
が
あ

り
、
紡
い
で
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
麓
文
化
を
継
承
す
る
保
存
会

の
方
々
と
関
わ
る
こ
と
で
、
強
い

思
い
と
行
動
力
が
、
次
世
代
へ
と

繋
が
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
感
じ

ま
し
た
。
魅
力
、
郷
土
芸
能
を
継

承
す
る
た
め
に
取
組
を
続
け
ら
れ

る
こ
と
は
、
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以

上
の
魅
力
が
麓
に
は
あ
り
ま
す
。▲ 有馬主事補（入庁１年目）

　 文化行政の業務等に従事

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
新
城
麓

に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
『
御
所
の
お

庭
』
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。『
御
所

の
お
庭
』
は
、
江
戸
後
期
に
検

け
ん
ぎ
ょ
う校

と
呼
ば
れ
た
盲
目
の
地
歌
音
楽
家

た
ち
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
上

方
端
歌
の
ひ
と
つ
で
、
全
国
で
多

く
の
替
え
歌
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
城
麓
に
伝
わ
る
も
の
は
、
ほ
ぼ

原
曲
に
近
い
も
の
で
、
芸
能
文
化

史
を
語
る
う
え
で
重
要
な
歌
謡
で

す
。
し
か
し
、
踊
り
子
が
年
々
減

少
し
、
今
で
は
、
わ
ず
か
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市
内

か
ら
踊
り
子
を
募
集
し
、
９
人
で

伝
統
の
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
本
市
で
取
組
ま
れ
て

い
る
『
千
本
イ
チ
ョ
ウ
と
日
本
遺

産
「
麓
」
祭
り
に
つ
い
て
』
の
事

例
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
時

開
催
で
東
川
隆
太
郎
氏
（
か
ご
し

ま
探
検
の
会
代
表
）
に
よ
る
『
垂

水
麓
の
町
割
り
を
め
ぐ
る
ま
ち
歩

き
』
と
垂
水
史
談
会
に
よ
る
『
垂

水
島
津
家
墓
地
ツ
ア
ー
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

▲ 『垂水島津家墓地ツアー』の様子

▲ 『御所のお庭』の舞台演舞の様子

▲シンポジウム
の内容を動画で
配信中です！

担
当
者
が
感
じ
る
魅
力 ▲ 垂水市文化会館に保管されている漢詩集等

薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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薩
摩
藩
に
１
２
０
カ
所
あ
っ
た

武
士
の
住
ま
い
で
あ
る
麓

は
、
他
藩
の
よ
う
な
巨
大
な
城
は

無
く
、「
島
津
家
は
人
を
も
っ
て
城

と
な
す
」
の
言
葉
通
り
、
多
く
の

武
士
を
各
地
に
配
置
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
守
り
に
備
え
ま
し
た
。

　

垂
水
麓
は
か
つ
て
、「
一
垂
、
二

蒲
生
、
三
知
覧
」
と
云
わ
れ
た
程
、

武
家
屋
敷
の
風
情
が
残
っ
て
い
た

と
さ
れ
ま
す
。
戦
後
の
急
激
な
近

代
化
に
よ
り
古
い
建
物
は
壊
さ
れ
、

昔
の
面
影
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
お
長
屋
、
垂
水
人
形

な
ど
の
史
跡
や
文
化
財
が
今
も
な

お
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
家

か
ら
は
、
古
文
書
や
掛
け
軸
な
ど

が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
の
島
津
本
家
に
次
ぐ
家

格
で
あ
っ
た
と
も
云
わ
れ
る
垂
水

島
津
家
は
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治

に
か
け
て
文
化
教
育
に
力
を
入
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
特
に
第
10
代
・

貴た
か
す
み澄
公
の
と
き
に
は
、
優
秀
な
講

垂
水
島
津
家
は
徳
川
幕
府
が

安
定
す
る
の
を
見
計
ら
っ

た
よ
う
に
、
慶
長
16
（
１
６
１
１
）

年
に
山
城
の
垂
水
城
か
ら
現
在
の

垂
水
小
学
校
の
地
に
移
転
し
ま
し

た
。
本
城
川
が
作
り
出
し
た
沖
積

平
野
は
葦
や
木
々
が
繁
茂
し
て
い

た
の
で
新
し
い
お
仮
屋
は
別
名
『
林

之
城
』
と
も
呼
称
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
的
に
作
ら
れ
た
麓
は
、
通
り

が
縦
横
に
整
然
と
区
画
さ
れ
て
、

他
の
麓
と
違
っ
て
い
ま
す
。
幕
藩

体
制
が
崩
壊
し
、
明
治
政
府
が
確

立
し
県
内
の
麓
の
位
置
づ
け
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
、

垂
水
麓
は
お
仮
屋
を
中
心
に
武
士

階
級
が
居
住
す
る
政
治
、
文
化
の

中
心
で
あ
り
垂
水
郷
の
権
威
と
し

て
、
武
家
文
化
の
中
心
で
あ
り
ま

し
た
。
一
方
、
本
町
地
区
は
道
の

両
側
に
商
店
が
櫛
比
す
る
垂
水
の

経
済
の
中
心
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

正
保
２
（
１
６
４
５
）
年
の
古

地
図
を
手
に
、
麓
の
通
り
を
歩
く

と
現
在
の
町
割
り
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

出
水
な
ど
の
武
家
屋
敷
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
垂
水
麓
に
は
武
家
門

が
点
在
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
家

臣
団
の
屋
敷
の
広
大
さ
、
小
さ
な

ク
ラ
ン
ク
や
ゆ
る
や
か
に
曲
が
っ

た
小
道
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
を
発
見
す
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
西
側
を
貫
い
て
走
る
ブ
リ
ッ

ク
道
路
は
か
つ
て
物
流
の
動
脈
を

目
指
し
た
国
鉄
大
隅
線
の
廃
線
路

が
あ
り
、
も
う
少
し
西
へ
足
を
延

ば
せ
ば
、
老
舗
の
『
十
五
郎
そ
ば
』、

第
六
垂
水
丸
の
慰
霊
碑
が
建
つ
垂

水
旧
港
が
あ
り
ま
す
。
昔
と
今
が

混
在
す
る
垂
水
麓
を
歩
い
て
、
実

感
、
体
感
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。▲ 瀬角 龍平 氏

市文化財保護審議委員会会長

▲ 川﨑 あさ子 氏
日本遺産地域プロデューサー

垂
水
麓
の
魅
力
、
魅
せ
ら
れ
人
に
聞
く

師
を
招
き
、
漢
詩
や
和
歌
な
ど
多

く
の
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。
当

時
の
歌
集
も
現
存
し
て
お
り
、
近

世
文
学
史
を
研
究
す
る
上
で
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
、

当
時
の
人
々
の
生
活
や
交
流
な
ど

を
理
解
し
、
垂
水
に
来
て
く
だ
さ

る
観
光
客
の
皆
さ
ま
に
紹
介
し
て

い
き
た
い
で
す
。
文
化
財
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
講
習
で
、
講
師
が
言

わ
れ
た
「
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
は
載
っ
て
い
な
い
歴
史
や
逸
話
、

そ
こ
で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
い
空
気
や
ガ
イ
ド
の
思
い
を
伝

え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
を
大

切
に
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
と
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
世
に
語
り

継
ぎ
た
い
文
化

　

垂
水
麓
に
は
、
有
形
・
無
形
多
く
の
文
化
財
が
残
っ
て
い
ま
す
。

４
０
０
年
以
上
前
に
垂
水
・
薩
摩
を
守
っ
た
武
士
た
ち
が
住
ん
で

い
た
街
に
残
る
、
貴
重
な
文
化
で
す
。
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ

た
文
化
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
垂
水
麓
に
関
す

る
詳
し
い
情
報
は
、社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

垂
水
人
形

　

江
戸
時
代
に
は
、
武
士
の
内
職

と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
る
垂
水
人
形
。
粘
土
を
型
枠

に
入
れ
て
乾
燥
さ
せ
た
後
に
素
焼

き
し
、
胡
粉
（
顔
料
）
を
塗
り
、

色
付
け
さ
れ
る
素
朴
な
人
形
で
す
。

　

昭
和
30
年
代
に
一
度
制
作
が
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
平
成

元
年
に
、「
垂
水
人
形
研
究
会
」
が

結
成
さ
れ
、
再
び
土
人
形
の
制
作

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
、

垂
水
土
人
形
展
な
ど
、
後
世
に
継

ぐ
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲ 垂水麓に点在する武家門

武
家
門

　

垂
水
麓
に
は
、
武
家
屋
敷
は
残

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
武
家
門
が

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

馬
場

　

乗
馬
を
行
う
た
め
の
場
所
の
こ

と
で
、
各
麓
に
馬
場
が
あ
り
、
そ

こ
に
暮
ら
す
武
士
が
乗
馬
訓
練
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
も

通
り
の
名
称
が
残
っ
て
お
り
、
馬

場
が
当
時
の
道
幅
で
生
活
道
路
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

無
形
の
文
化

▼ 

麓
言
葉

　
「
き
こ
ん
に
し
や
ん
せ
」（
無
理

せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
し
て
く
だ
さ
い
）

「
ま
か
い
も
ん
そ
」（
一
緒
に
し
ま

し
よ
う
）
な
ど
垂
水
の
麓
言
葉
は
、

他
所
と
は
異
な
る
優
雅
で
丁
寧
な

言
葉
遣
い
で
、
最
近
ま
で
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

▼ 

郷
土
料
理

　
「
粟
ん
か
ゆ
」
や
新
城
・
柊
原
の

「
二
十
三
夜
ま
っ
ち
ゃ
げ
だ
ご
」
水

之
上
の
「
本
城
め
ん
ざ
ん
」
海
潟
・

中
俣
の
「
と
ん
き
ゅ
ん
汁
大
根
そ

ば
」
牛
根
の
「
の
い
の
ま
か
ね
」

な
ど
、
外
食
な
ど
な
か
っ
た
時
代

に
季
節
の
野
菜
、
魚
な
ど
を
使
っ

て
、
行
事
や
祭
り
の
際
、
ご
ち
そ

う
と
し
て
ふ
る
ま
わ
れ
た
愛
情
溢

れ
る
も
の
で
、
素
朴
で
あ
り
な
が

ら
垂
水
の
歴
史
と
深
く
関
わ
っ
て

き
た
ふ
る
さ
と
の
味
で
す
。

▲粟んかゆ
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ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 113mm：19,000 円～ 広  告

前
田
正
名
の
功
績

　

明
治
の
初
め
、
明
治
政
府
の
中

枢
に
あ
っ
て
日
本
の
殖
産
興
業
に

尽
力
し
た
前
田
正
名
は
、
垂
水
に

も
深
い
関
わ
り
の
あ
る
人
物
な
の

で
す
。

　

正
名
は
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）

年
薩
摩
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
明

治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
フ
ラ

ン
ス
へ
留
学
し
農
業
政
策
の
研
究

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
明
治
十

（
一
八
七
七
）
年
に
日
本
に
戻
っ
た

正
名
は
農
商
務
省
に
入
り
、
後
に

殖
産
興
業
の
た
め
に
『
興
業
意
見
』

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
梨
県
知
事
に
任
命
後
も
わ
ら
じ

履
き
で
県
内
を
巡
視
し
て
、
蓑
笠

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 22 回

前
田
正ま

さ

な名
と
垂
水

知
事
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年

頃
か
ら
日
本
全
国
を
行
脚
し
な
が

ら
商
工
業
や
農
業
振
興
に
努
め
、

共
進
会
や
品
評
会
を
開
き
、
産
業

の
改
良
発
達
を
促
す
運
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
ま
た
正
名
は
開
田
事

業
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
と
の
関
わ
り

　

明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
、

根
占
の
横
別
府
の
人
々
は
長
年
の

宿
願
で
あ
っ
た
開
田
事
業
に
着
手

し
ま
す
が
、
事
業
は
困
難
を
き
わ

め
ま
し
た
。
横
別
府
の
『
疏
水
工

事
起
工
百
二
十
年
記
念
式
典
』
資

料
に
よ
る
と
「
事
業
は
、
明
治

三
十
年
当
時
数
十
年
前
よ
り
地
区

の
水
路
組
合
員
を
始
め
、
村
当
局

や
有
志
達
に
よ
っ
て
強
く
望
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
開
墾
に

困
難
な
個
所
が
多
く
、
い
っ
こ
う

に
完
成
の
日
の
目
を
見
る
こ
と
が

出
来
ず
、
組
合
員
た
ち
は
気
力
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
の
有
志
等

は
失
意
の
中
に
あ
る
組
合
員
の
姿

に
同
情
し
て
、
当
時
宮
崎
県
の
庄

内
村
に
一
歩
園
を
組
織
し
て
開
墾

中
の
前
田
正
名
翁
に
相
談
し
た
。

懇
談
の
末
、
開
墾
地
の
水
受
け
反

別
の
半
分
を
組
合
員
よ
り
前
田
翁

に
差
し
上
げ
る
こ
と
に
決
ま
り
、

事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
た
。

明
治
三
十
四
年
四
月
十
一
日
、
め

で
た
く
竣
工
に
こ
ぎ
つ
け
た
」
と

い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
竹
野
川
か
ら
引
い
た
用
水
は
正

名
の
功
績
を
記
念
し
「
前
田
水
路
」

と
命
名
さ
れ
、
現
在
で
も
横
別
府

地
区
の
田
畑
を
潤
し
続
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
工
事
費
用
は
莫
大
で
、

当
時
の
一
円
札
を
水
路
に
添
っ
て

並
べ
た
ほ
ど
の
費
用
が
か
か
っ
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

垂
水
と
の
関
わ
り

　

本
町
の
川
畑
家
に
は
「
前
田
水

路
」
の
竣
工
式
典
の
招
待
状
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
名
か
ら
当

主
の
川
畑
市
兵
衛
に
宛
て
た
手
紙

類
や
掛
け
軸
か
ら
は
そ
の
親
密
な

関
係
を
窺
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

正
名
は
当
時
本
町
で
煙
草
や
砂

糖
、
樟
脳
取
引
な
ど
で
財
を
成
し

て
い
た
川
畑
家
や
川
井
田
家
と
は

産
物
の
品
評
会
・
共
進
会
を
通
じ

て
知
り
合
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
招
待
状
や
手
紙
、
掛
け
軸
等

は
「
前
田
水
路
」
へ
の
財
政
的
支

援
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
資
料

と
も
な
っ
て
お
り
、
平
成
三
十
年

垂
水
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲竣工式典の招待状

（
垂
水
市
文
化
財
保
護
審
議
員
・
瀬
角 

龍
平
）
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◎場　所／海潟地区
◎撮影者／垂水市企画政策課秘書広報係
◎撮影日／令和４年２月５日（土）
◎絶妙景観写真ダウンロードは、
　左記 QR コードより

絶 妙 景 観
Exquisite View

Second season

冠 雪 の 桜 島 と

海 潟 漁 港



食
し ょ っ か い

改
キッチン

SECOND  SEASON

平成 29（2017）年～令和元（2019）年に実施した「たるみず元気プロジェクト健康チェック」において、鹿児島大学保健学
科の研究結果から、様々なことが分かりました。ネクモ season2 として、毎月皆様へお届けします。

vol.8

【材料】（２人分）
□牛バラ肉（薄切り）／ 150g
□玉ねぎ／ 1/2 個
□えのきだけ／ 1/2 袋
□ミニトマト／４つ
□卵／２個
□きぬさや／５枚
□だし／ 250ml
□みりん／大さじ１と 1/2
□薄口醤油／大さじ１と 1/2
□油／小さじ１
□水溶き片栗粉
　片栗粉／小さじ１
　水／小さじ２

今月のレシピ

牛肉の卵とじ

Healthmate recipe of this month

今月の食改さん

牛肉の卵とじに「ミニトマト」
を入れることで、酸味が加わり、
さっぱりとした味わいになりま
す。ご飯の上にのせて、丼ぶり
にするのもお勧めです。

①牛バラ肉は 3㎝幅に切り、玉
　ねぎは繊維に逆らい 5㎜幅に
　切る。

②えのきだけは、4cm の長さに
　切り、ミニトマトは 4 等分に
　切る。

③きぬさやは、別鍋で塩を少々入
　れて、さっと湯通し、斜めにス
　ライスする。

牛肉の卵とじ完成です！

⑦⑥にだし、みりん、薄口醤　
油を加えて煮立て 2 分煮る。

⑥牛肉、えのきだけを炒め、　
　最後に、ミニトマトも加え
　て、さっと炒める。

④卵は、少しコシが残るように
　溶きほぐす。

⑧⑦に水溶き片栗粉でとろみをつ
　け、④の卵を入れ、半熟状態に
　なるまで火を通す。

⑨器に盛りつけ、きぬさやを上
　に飾れば・・・

⑤フライパンに油を適量を熱　
　し、玉ねぎをしんなりするま
　で、中火で炒める。

1

食改
完了

3

89

5

2

7

6 4

【1 人分あたり】
エネルギー　463kcal
食塩相当量　2.5 ｇ

中濵 文子さん、脇田 ノリ子さん

01

墓参りの有無および頻度と認知機能との関係を調
べました。

習慣的な墓参りが認知機能の低下予防に！？

2017 年参加者のうち、65 歳以上 367 名

分析対象

市民の皆様へ

分析結果

【出典】田平隆行 , 牧迫飛雄馬 , 他：地域在住高齢者における墓参り行動と心身機能 , 生活機能との関連 , 第 12 回日本作業療法研究学会学術大会 ,2018．

分析対象者の 95％の方は墓参りに行かれ
ており、墓参りの頻度は認知機能（情報
処理能力や遂行機能）と関係しているこ
とが分かりました。

垂水では墓を大切にする文化が定着しています。墓参り
の頻度が増えると歩行機会が確保され、さらに生花や線
香の準備、掃除など習慣的な活動が認知機能に良いのか
もしれません。これからも墓参りを続けていきましょう。

検査内容

質問内容

墓参りに関する質問
（墓参りの有無、頻度、手段、生花を供えるか）

認知機能検査
（情報処理能力、遂行機能に関する検査）

90
80
70
60
50
40
30

（秒）

【墓参りの頻度と認知機能検査との関係】

数回
／年

１回
／月

１回／
２週間

１回／
週間

１回／
2-3 日 毎日

認
知
機
能
検
査
に
か
か
る
時
間

木山　良二 准教授牧迫  飛雄馬 教授田平  隆行 教授

第 5 回 NEXMO で認知機能の低下予防
として、知的活動、手先の作業、電話
等での会話、運動を紹介しました。ま
た、活動調査部門の「大切にしている
活動」の調査で、ご自身が大切だと思
う活動は継続しやすく、うつ等の精
神健康にも良いこともわかってきまし
た。自分に合った活動を
続けていきましょう。

鹿児島大学医学部保健学科
作業療法学専攻
基礎作業療法学講座　教授

鹿児島大学医学部保健学科
理学療法学専攻
基礎理学療法学講座　教授

鹿児島大学医学部保健学科
理学療法学専攻
臨床理学療法学講座　准教授

鹿児島大学医学部保健学科の先生方からメッセージ

2019 年までの健康チェックのデータ
を分析した結果から、日常生活での気
づきに結びつくような情報をお伝え
させて頂きました。これからも健康
チェックで分かってきたことをわかり
やすくまとめて、健康に役立つ情報と
して発信していきたいと思います。今
後の健康チェックにも
ぜひご参加ください！

運動に関する情報を担当させていただ
きました。日常生活の活動量の増加は
筋力だけでなく、精神面にも良い効果
をもたらすことが知られています。無
理せずに生活の中で取り組めるものを
探すことが大切で、家族や友人と一緒
に行うと、継続しやすいです。来年度
も、ぜひ元気プロジェクト
にご参加ください。

【NEXMOseason ２】全９回の連載を終えて、連載にご協力いただいた先生方からメッセージをお届けします。
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◎臨時カウンター（市民館内）　☎ 0994-32-2745　開館時間：午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分

図書館から皆様へ

工期延長のため、図書館休館を３月末まで延長いたします

◆臨時カウンター
　■場所　垂水市市民館（第２講座室）

　■時間　午前９時 30 分～午後５時 30 分

　■３月休館
　　７日（月）、13 日（日）、22 日（火）、
　　27 日（日）

◆臨時学習室　

　■場所　垂水市市民館（第１研修室）

　■時間　午前９時 30 分～午後５時 00 分

　■３月設置予定日
　　５日（土）、12 日（土）、20 日（日）、
　　21 日（月・祝）

◆図書館休館延長のお知らせ

世界の気候がおかしい。地球の

温度が上がっている。手遅れに

ならないうちになんとかしなく

ては！ひとりの女の子が声を上

げ、勇気ある行動は世界を動か

し・・・。17 歳の環境活動家

グレタ・トゥーンベリを描く。

私たちの家が火事です
（ジャネット・ウィンター） やりたいことだけやって

人生を良くするわがままリスト

有名な絵画の
まちがい探し

まるとてんてんの
えほん

我が家は前から
ソーシャル・ディスタンス

パンどろぼうと
なぞのフランスパン

ナマケモノのように
生きたい

学園ミステリー

◎
ジ
ン　

ミ
ニ
ョ
ン

◎
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
ム
ッ
ク

◎
恩
田　

陸

◎
柴
田　

ケ
イ
コ

◎
黒
川　

博
行

◎
た
か
は
し　

み
ど
り

◎
山
岸　

洋
一

◎
綾
小
路　

き
み
ま
ろ

農家が教える草刈り・
草取りコツと裏ワザ

◎
農
文
協

熔果

皆様には大変ご迷惑をおかけし、誠に申し訳ございません。
ご理解とご協力をお願いいたします。図書の貸し出しについ
ては、市民館臨時カウンターを３月末まで延長いたします。
リニューアルオープン等の日程は、後日お知らせいたします。

保護ねこ７匹と暮らす出版コ

ンサルタントによる「ねこ啓

発」書。人とねこがより幸せ

な関係を築き、不幸なねこが

減らせるよう、ねこと暮らす

素晴らしさを説く。

幸せになりたければ
ねこと暮らしなさい

（樺木 宏）

子育て支援センター

乳幼児健康診査

【３月行事予定】

　２月３日、節分の日に段ボールで作った赤鬼を設置

しました。子どもたちは、鬼に向かって「鬼は外、福

は内」と言いながらボールを必死に投げていました。

新型コロナウイルスも退散してくれるといいですね。

子育て支援センター日記

◎垂水市子育て支援センター　☎ 0994-31-3052
　10：00 ～ 16：00　（土、日、祝日、年末年始を除く）

※新型コロナウイルスの状況により縮小・中止する場合があり

　ます。入り口での検温・消毒にご協力をお願いいたします。

◎保健課健康増進係　☎内線 138・164

３カ月児健康診査

開催 ３/23（水）　垂水市文化会館

受付 午後 1 時 30 分～午後 1 時 45 分

対象者 令和 3 年 11 月生

持参品
①通知書（健診票）②母子健康手帳

③バスタオル

６～８カ月児健康診査

開催 3/23（水）　垂水市文化会館

受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分

対象者 令和 3 年 8 月生

持参品
①通知書（健診票）②母子健康手帳

③バスタオル

1 歳 6 カ月児健康診査

開催 3/2（水）　垂水市文化会館

受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分

対象者 令和 2 年 7 月～ 8 月生

持参品
①通知書（健診票）②母子健康手帳

③歯ブラシ④コップ⑤タオル

2 歳 6 カ月児歯科健康診査

開催 3/16（水）　垂水市文化会館

受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分

対象者 令和元年 8 月～ 9 月生

持参品
①通知書（健診票）②母子健康手帳

③歯ブラシ④コップ⑤タオル

3/3 木 11:00 ひなまつり

3/7 月
10:00

14:00

はぴママ

親子体操

3/10 木 10:30 栄養士さんのお話

3/16 水 10:30 臨床心理士による心のケア講座

3/17 木 13:30 今村総合病院講演会

3/28 月
10:00

11:00

おもちゃ病院

ベビーマッサージ

毎週 火 11:00 おはなしなぁに？（読み聞かせなど）

毎週 金 11:00 わらべ歌
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第７回和田英作・和田香苗記念絵画コンクールが２年振りに開催されました。この絵画コンクールは、

ジュニア部門を垂水市内から、一般部門を全国から募集し、審査・表彰・展示をすることで、本市の偉

人である和田英作・和田香苗の偉業を顕彰するとともに、地域文化を向上させることを目的に開催され

ています。今回のテーマは「日本の山河」、身近なふるさとの山・川・海・祭り等の絵

画を県内外から募集し、一般部門に 115 点、ジュニア部門に 398 点の応募がありました。

大賞にあたる和田英作賞は、宇都ゆかりさん（鹿児島市）の「その時」が受賞され、そ

の他 53 人の方が入賞されました。

第７回和田英作・和田香苗記念絵画コンクール
～受賞作品の一部ご紹介（敬称略）～

▲和田香苗賞／学童の思い出

　新保 純
す み れ

蓮（新城小学校３年）

◎
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

▲和田英作賞／その時
　宇都 ゆかり（鹿児島市）

◎
一
般
の
部

▲新人賞／包交車
　城島 美代子（垂水市）

◎
一
般
の
部

▲和田香苗賞／
　力もちのクレーン

　福重 徠
らい

 （垂水小学校５年 ）

◎
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

▲詳しくは HP で

▲和田香苗賞／
　はじめてのイチョウと私

　浜島 優
ゆ ま

舞（江ノ島幼稚園年中）

◎
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

▲和田香苗賞／
　校門から見た校舎

　西原 昊
こう

（垂水中央中１年）

◎
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

▲受賞作品前での記念撮影

伊集院正行さん
全国老人クラブ連合会表彰

▲和田香苗賞／
　モンスターにのっていくぞ

　大山 悠
ゆうじん

仁（垂水小学校１年）

◎
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

垂水サッカースポーツ少年団
準優勝 !!

１月９日、鹿屋市の県民健康プラザで行われた

「かのや健康・スポーツクラブ杯サッカー大会」

において、垂水サッカースポーツ少年団の皆さ

んが見事準優勝の成績を収めました。試合当日

は、選手の皆さんが楽しみながら懸命にプレー

し、準決勝・決勝ともに PK 戦までもつれこむ

熱戦を繰り広げました。選手の皆さんの今後ま

すますの活躍に期待します。つぎこそ優勝だ !!

【団員を募集しています！】ご興味のある方は下記まで！

垂水サッカースポーツ少年団 
監督  髙野健太郎　☎ 090-9564-9508　LINE：takano41033

▲優秀賞／あやはぶら（蝶）
　野村 妙子（垂水市）

◎
一
般
の
部

１月 15 日、16 日の２日間、垂水市内３会場で

たるみず U-10 サッカー大会が開催されました。

本大会は、垂水市商工会青年部より運営を引き

継いだ株式会社ディセットボンドが、更なる地

域振興を目指し開催したものです。大会には、

地元垂水サッカースポーツ少年団をはじめ 48

チームが参加し、熱戦の結果、太陽 SC が２連

覇を達成しました。寒空の下、保護者の熱い応

援にこたえようと、グラウンドで懸命にプレー

する選手たちの汗は輝いていました。

子
ど
も
た
ち
が
躍
動
！

Ｕ

－

10
サ
ッ
カ
ー
大
会

垂水市老人クラブ連合会会長の伊集院正行さん

が、多年にわたる老人クラブの育成発展等への

功績を称えられ、全国老人クラブ連合会から表

彰されました。12 月 15 日、報告のために市長

室を訪れた伊集院さんは「会員の皆様、関係者

の御尽力の賜物です。感謝します」と話しました。
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柊原地区伝統行事
壁うっくじぃ　２年振りに開催！！

皆さん
あ り が と う !
幸せな家庭を
築きます！

▲髙野健太郎・宏美 夫妻

▲リモートで参加した永田幸人・まりあ 夫妻

１月 14 日、新婚家庭２組のご実家がある柊原地区で、伝統行事「壁うっくじぃ」が開催されました。壁うっ

くじぃとは、地域の子どもたちに、新婚家庭の庭などに作った垣（壁）を打ち壊してもらうことで、家

庭円満や子孫繁栄、新婦と義父母との垣根を取り払うことを願う行事として明治期より受け継がれてい

るものです。２組のご夫妻の実家には、地域の子どもや保護者、ご近所の方々も集まり、子どもたちの

掛け声、大人たちの声援が飛び交う賑やかな雰囲気の中、見事に壁が打ち壊されました。その後、夫妻

や実家からの感謝の気持ちを込めて、子どもたちにお菓子や飲み物が配られていました。髙野さん夫妻

は「多くの皆さんに来ていただけて嬉しいです。今日の日を忘れずに、幸せな家庭を築きたいと思います」

と話しました。東京からリモートで参加した永田夫妻は「家族をはじめ地域の皆さんに感謝です。笑顔

あふれる家庭を築きたいです」と話しました。素晴らしい伝統が、いつまでも続くことを願っています。

1 月 31 日、垂水市市民館敷地内にある和田英

作画伯の画室周辺で、消防訓練が行われました。

「文化財防火デー」とは、昭和 24 年１月 26 日

に奈良県法隆寺金堂の壁画が消失したことを教

訓に、火災等の災害から文化財を守ることを目

的に、毎年１月 26 日に指定され、全国で消火

訓練等が行われています。当日の訓練では、消

防本部の協力の下、通報訓練 ･ 放水訓練、初期

消火訓練が行われ、参加した文化財保護審議会

委員は「訓練によって、防火に対する意識を高

めることができました」と話しました。

大切な文化財を守れ！
「文化財防火デー」消防訓練

１月 24 日、人権擁護員を６年間務められた山ヶ

城芳子さんが法務局より感謝状を受領され、市

長室を訪れました。人権擁護員は人権尊重思想

の普及・高揚を図るため、法務大臣より委嘱を

受け、地域社会において人権相談、啓発、救済

の各種人権擁護活動に従事している方々で、本

市では現在、４人の方が人権擁護員としてご活

躍されています。感謝状を受け、山ケ城さんは「6

年間、人権擁護委員の活動をする中で、色々と

自分の勉強にもなりました」と話しました。６

年間のご功労に感謝いたします。

山ヶ城芳子さん
人権擁護委員の感謝状贈呈

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

看
板
設
置

１月 31 日、道の駅たるみずはまびらに、土砂

災害警戒区域等を表示する看板が設置されまし

た。この看板は土砂災害軽減に取り組む（一財）

砂防フロンティア整備推進機構により整備され

たものです。牛根・新城両支所や道の駅たるみ

ず湯っ足り館など、多くの人の目に触れる市内

公共施設内全７カ所に同様の看板が設置されて

います。観光等で訪れた方々へ、市内の土砂災

害警戒区域等を認知してもらうことで、災害時

の被害軽減が期待されます。
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さっと、見落としがちな「お知らせ」。
でも大事な情報が詰まっています！見逃さないで！

見 逃 せ な い ！
さっと、見落としがちな「お知らせ」。

でも大事な情報が詰まっています！見逃さないで！

見 逃 せ な い ！

産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
免
除

　

出
産
を
さ
れ
た
際
、
前
後
一
定
期

間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
免
除
さ
れ
た
期
間
は
保
険
料

を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

※
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以

　

降
の
方

■
免
除
期
間

①
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

　

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

②
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

　

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

　

３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間

※
出
産
は
、
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産

　
（
死
産
、
流
産
、
早
産
を
含
む
）

■
届
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

■
必
要
書
類
等

　

年
金
番
号
ま
た
は
個
人
番
号
が
わ

か
る
も
の

【
出
産
前
】
母
子
健
康
手
帳

【
出
産
後
】
別
世
帯
の
子
の
場
合
は
出

生
証
明
書
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係
☎
内
線
１
６
３

Q. ゴムホースや剪定枝、草木のごみの出し方を教えてください
A. 長いものは短く切断して、燃やせるごみで出してください
ゴムホースなど長いひも状のものは 50cm 以下に切断して、燃やせるごみで出
してください。剪定枝などは、太さ 15cm、長さ 50cm 以下に切断し、燃やせ
るごみ袋に入れてごみステーションへ出すか、紐で束ねて清掃センターへ搬入
してください。草木は、燃やせるごみ袋へ入れて出してください。袋に入らない、
束ねられない場合は、肝属地区清掃センターへ直接搬入（有料）してください。

身 近 な 疑 問 に 生 活 環 境 課 が お 答 え し ま す ！

第 35 回

お
知
ら
せ

垂
水
９
号
線

交
通
規
制
解
除

　

道
路
改
良
工
事
に
伴
い
、
令
和
３

年
８
月
上
旬
よ
り
全
面
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
た
垂
水
９
号
線
（
旧
垂
水

フ
ェ
リ
ー
近
く
の
市
道
）
の
交
通
規

制
が
、
令
和
４
年
１
月
20
日
に
解
除

と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
路
線
の
改
良
工
事
の
継

続
事
業
に
伴
い
、
交
通
規
制
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

土
木
課
土
木
係

　

☎
内
線
３
５
０
・
３
５
１

　

▪補助金額

①住居費および引越し費用：上限 30 万円

※夫婦共に婚姻日の年齢が 39 歳以下で、世帯の所得が

　400 万円未満であること

②新生活準備費用：上限 15 万円

（税込単価１万円以上の家具・家電等購入費用）

※夫婦共に婚姻日の年齢が 50 歳以下であること

▪申請方法（期限：令和４年３月 31 日）

　交付申請書を企画政策課窓口にてお受け

取りいただくか、市 HP よりダウンロード

していただき、必要書類を添えて企画政策

課地域振興係までご提出ください。

◎問い合わせ先：企画政策課地域振興係　☎内線 246

▪対象となる世帯の条件

①令和３年１月１日から令和４年３月 31 日までに

　婚姻届を提出し、本市に住民登録した世帯

②婚姻届提出時点で夫婦共に 50 歳以下であること

③賃貸借契約書を締結した住宅であること

④世帯員全員が公的制度による家賃補助を受けていな
　いこと

⑤家賃及び市税を滞納していないこと

⑥過去に本補助金の交付を受けていないこと

▪注意事項

　本補助金は、予算がなくなり次第終了となりますの

で、ご了承ください。

Pick Up
 INFO

婚姻に伴い、垂水市に新居を構える若年夫婦世帯に対し、
住居費および引っ越し費用等の一部を補助します。

垂水市結婚新生活支援事業

消
費
者
問
題
に
対
す
る

垂
水
市
の
取
り
組
み

　

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の

財
政
措
置
を
活
用
す
る
た
め
、
垂
水

市
の
消
費
者
問
題
に
対
す
る
考
え
方

を
公
表
し
ま
す
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
相
談
員　

　

垂
水
市
で
は
市
民
の
消
費
生
活
の

安
定
と
向
上
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

48
年
に
消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
し

消
費
者
被
害
の
救
済
・
被
害
の
未
然

防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は
複
雑
化

す
る
相
談
及
び
苦
情
に
対
し
、
適
正

か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
に
市

役
所
内
に
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

地
域
消
費
者
の
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
を
確
保
す
る
た
め
、
継
続
し
て

専
任
相
談
員
及
び
職
員
に
よ
る
相
談

窓
口
の
機
能
強
化
、
啓
発
活
動
の
充

実
を
図
り
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
相
談
係
☎
内
線
１
６
２

　

垂
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

－

０
５
８
１

　　問 生活環境課☎ 32-1297

▲市 HP は
　こちら

催
し

世
界
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

「
安
く
て
う
ま
い
！
」

　

世
界
の
市
場
や
屋
台
な
ど
で
食
さ

れ
て
い
る
、
安
く
て
う
ま
い
料
理
（
Ｂ

級
グ
ル
メ
）
を
ご
用
意
！
世
界
旅
行

気
分
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
？

■
開
催　
　

３
月
20
日
（
日
）

※
感
染
症
対
策
を
実
施
し
た
上
で
開

　

催
い
た
し
ま
す
。
感
染
拡
大
状
況

　

に
よ
っ
て
は
、
延
期
・
中
止
と
な

　

る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

■
時
間　

午
前
11
時
00
分
～

　
　
　
　

午
後
12
時
30
分

■
場
所　

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
研
修
室

　（
鹿
屋
市
上
高
隈
町
３
８
１
１

－

１
）

■
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　

※
３
歳
以
下
は
無
料

■
定
員　

先
着
50
名　

※
要
予
約

■
申
込　

　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
応

募
フ
ォ
ー
ム
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

☎
45

－

３
２
８
８
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各種予防接種のご案内
各種予防接種費用の一部または全額が助成されます。
期限内の接種をお願いいたします。

①麻しん・風しん混合予防接種２期
■予防接種期限　令和４年３月 31 日
■対象者
　幼稚園・保育園年長相当年齢
　（平成 27 年４月２日～平成 28 年４月１日生）
■助成額
　全額
　※期間を過ぎた場合、全額自己負担
■持参するもの
　予診票・母子健康手帳

②二種混合予防接種（ジフテリア・破傷風）
■対象者
①小学５年生で誕生日を迎えた児童
②小学６年生で未接種の児童
③中学１年生で 13 歳に満たない未接種の生徒
■助成額
　全額
　※ 13 歳になってからの接種は、全額自己負担
■持参するもの
　予診票・母子健康手帳

※①麻しん・風しん混合予防接
　種２期、②二種混合予防接種
　（ジフテリア・破傷風）の予診
　票をなくされた方は、再発行
　しますので、ご連絡ください。

※高齢者用肺炎球菌ワクチン予
　防接種を市外の医療機関で接
　種を希望される方は、ご連絡
　ください。

◉ 接種機関と該当予防接種

③高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種
■予防接種期限　令和４年３月 31 日
■対象者
①下記表に該当する年齢の方

② 60 歳から 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能
　に日常活動が極度に制限される程度の障害、ヒト免
　疫不全ウイルスによって免疫の機能に日常生活が不
　可能な程度の障害がある方
※すでに「23 価肺炎球菌ワクチン」を接種したこと
　がある方は対象となりません。
■助成額　3,000 円
■持参するもの　身分証明書（健康保険証等）
※予診票は各医療機関にありますので、必ず予約をし
　てください。

年齢 生年月日

65 歳 昭和 31 年 4 月 2 日  ～  昭和 32 年 4 月 1 日生

70 歳 昭和 26 年 4 月 2 日  ～  昭和 27 年 4 月 1 日生

75 歳 昭和 21 年 4 月 2 日  ～  昭和 22 年 4 月 1 日生

80 歳 昭和 16 年 4 月 2 日  ～  昭和 17 年 4 月 1 日生

85 歳 昭和 11 年 4 月 2 日  ～  昭和 12 年 4 月 1 日生

90 歳 昭和 6 年 4 月 2 日  ～  昭和 7 年 4 月 1 日生

95 歳 大正 15 年 4 月 2 日  ～  昭和 2 年 4 月 1 日生

100 歳 大正 10 年 4 月 2 日  ～  大正 11 年 4 月 1 日生

医療機関 ①麻しん・風しん ②二種混合 ③高齢者用肺炎球菌

桑波田診療所 ● ●

相良整形外科 ●

東内科小児科クリニック ● ● ●

池田温泉クリニック ●

ふくまる皮フ科クリニック ● ● ●

よしとみクリニック ● ● ●

垂水中央病院 ● ● ●

◎問い合わせ先：保健課健康増進係☎内線 138・164

固
定
資
産
の
縦
覧

　

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自

己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
価
格
に

つ
い
て
、
他
の
土
地
・
家
屋
価
格
と

比
較
し
、
価
格
が
適
正
か
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
台
帳
に
は
所
有
者
の
氏
名
や
住
所

　

は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
対
象
者　

　

垂
水
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

■
場
所　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

■
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
～

　
　
　
　

５
月
31
日
（
火
）

　
　
　

※
土
日
・
祝
日
は
除
く

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
税
務
課

　

固
定
資
産
税
係
☎
内
線
１
３
７

保
健
・
福
祉

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
生
活
・
暮

ら
し
へ
の
支
援
と
し
て
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
し
て
、
１
世
帯
当

た
り
10
万
円
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

■
対
象

①
基
準
日
（
令
和
３
年
12
月
10
日
）
に

　

世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度
分
の
住

　

民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

※
住
民
税
課
税
者
の
扶
養
親
族
等
の

　

み
か
ら
な
る
世
帯
を
除
く
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
①

　

の
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と

　

認
め
ら
れ
る
世
帯（
家
計
急
変
世
帯
）

※
条
件
に
よ
っ
て
は
、
支
給
で
き
な

　

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額
　
１
世
帯
当
た
り
10
万
円

■
支
給
手
続
き

①
の
支
給
対
象
者

　

垂
水
市
よ
り
「
支
給
要
件
確
認
書
」

が
順
次
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

②
の
支
給
対
象
者

　

支
給
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
は
市
役
所
窓
口
で
の
交
付
や

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

■
申
請
締
切

①
の
支
給
対
象
者

　
「
支
給
要
件
確
認
書
」
の
送
付
後
３

　

カ
月
以
内

②
の
支
給
対
象
者

　

令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
援
護
係
☎
内
線
１
２
５

　

　パブリックコメント制度とは計画や条例など市の政策を作る時に、その内容等を公表し、市民から提出され

た意見を参考にして意思決定を行う手続です。多くの方からのご意見をお待ちしております。なお、本制度は

政策の賛否を問うものではありません。また、集計結果はHP等で公表し、意見提出者への個別回答は行いません。

パブリックコメント、ご意見をお待ちしております！

垂水市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）第３期計画（素案）
■策定の背景・目的

　地方公共団体実行計画における事務事業編は、地球温暖

化対策の推進に関する法律第 21 条に基づき、地球温暖化

対策計画に即して策定することが全ての地方公共団体に義

務付けられており、地方公共団体が自ら率先的な取組を行

うことにより、地域の事業者・住民の模範となり、事務及

び事業における温室効果ガスの排出量を削減することを目

的とするものです。

　本市においては、「垂水市地球温暖化対策実行計画（事務

事業編）第２期計画」が令和３年度をもって終了することか

ら、令和４年度を始期とする「垂水市地球温暖化対策実行計

画（事務事業編）第３期計画」を策定しようとするものです。

■募集期間

　３月１日（火）～３月 30 日（水）

■案の公表場所

　市役所ロビー、牛根・新城両支所、市 HP、担当課

■意見提出方法　

　直接、郵送、FAX、メール、HP 専用フォームで投稿

◎お問い合わせ先

　生活環境課環境衛生係

　☎ 0994-32-1297　FAX：0994-32-6920

　メール：03-7@po.city.tarumizu.kagoshima.jp

パブコメは
WEB からも！
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広報たるみずお便り

読者の
思い

いつもお便り
ありがとう
ございます！

お便り＆市長へのメッセージ

１広報誌を読んだご感想や、市長・市政に対するメッセージなど何でも好きなことをお書きください。

２お便りを紙面内でご紹介させていただいてもよろしいですか？　　　　  （　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。

※個人情報の取扱い
個人情報は、お便りのご紹

介、プレゼントの発送及び

統計資料作成以外の目的で

は使用いたしません。

※お便りはＷＥＢサイト
　からでも受付可能！
広報誌へのお便りは、垂水

市公式WEB サイトからでも

お送りいただけます！お便

りお待ちしております！

◎垂水市公式 WEB サイト
　⇒市政の動き ⇒広報・広聴
　⇒広報誌　 　⇒広報誌お便り

お便りお待ちしております。（詳しくは裏面をご覧ください。）

け
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

５
年
も
継
続
し
て
お
手
紙
を
出
し

続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
素
敵

な
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
メ
ー
ル

等
で
簡
単
に
連
絡
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
手
書
き
で
の

手
紙
を
も
ら
う
と
、
特
別
に
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
広
報
担
当
者
も
、
手
書
き

で
の
お
便
り
を
い
た
だ
く
と
、
手

書
き
の
文
字
か
ら
、
色
々
な
情
景

を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
嬉

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
な
写
真
を
撮
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
自
由

に
往
来
が
で
き
ず
、
も
ど

か
し
い
で
す
が
、「
広
報
た
る
み
ず
」

の
ま
ち
の
話
題
な
ど
を
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
兵
庫
県
在
住
／
ゆ
き
だ
る
ま
さ
ん

／
60
代
女
性
）

　
　
　
　
　
　
▼

　

ゆ
き
だ
る
ま
さ
ん
、
お
便
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
話
題
」
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
ま
ち
の
話
題
」
で
は
、
地
域

の
伝
統
行
事
や
季
節
の
行
事
を
は

じ
め
、
そ
の
時
々
に
垂
水
市
内
で

起
こ
っ
た
出
来
事
を
ジ
ャ
ン
ル
を

問
わ
ず
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
写
真
を
多
く
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
読
者
の
方
か

ら
も
「
知
り
合
い
が
載
っ
て
い
て

嬉
し
か
っ
た
」
と
の
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
「
ま
ち
の
話
題
」
で
掲
載
す
る
記

事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
市
民
の
皆
様

や
関
係
者
の
方
か
ら
の
情
報
提
供

を
も
と
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
い
つ
も
情
報
提
供
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、

皆
様
に
楽
し
く
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
地
域
の
話
題
を
掲
載
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お便りは
一部割愛させて

いただいております

令
和
３
・
４
年
、
成
人
式
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自

分
の
成
人
を
思
い
出
し
ジ
ー
ン
と

き
ま
す
。
は
た
ち
の
主
張
を
拝
読

し
、
私
も
人
ご
と
な
が
ら
、
こ
の

年
な
の
に
嬉
し
い
気
持
ち
で
す
。

は
た
ち
の
方
々
、
夢
い
っ
ぱ
い
の

輝
く
未
来
に
向
か
い
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
成
人
式
を
迎
え
、
親
御

さ
ん
た
ち
の
喜
び
、
少
し
ホ
ッ
ト

し
た
気
持
ち
、
で
も
ま
だ
ま
だ
心

配
な
気
持
ち
と
か
、
色
々
と
親
と

し
て
の
当
時
の
気
持
ち
も
思
い
出

し
ま
し
た
。
私
自
身
は
仕
事
で
成

人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
の
が

思
い
出
で
す
。

当
時
、
鹿
児
島
を
離
れ
る
時
に
父

に
「
真
面
目
に
な
！
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
ま

あ
、
い
ま
だ
に
真
面
目
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
市
報
を
読
む
こ
と

で
、
色
々
な
思
い
出
が
蘇
り
、
遠

い
昔
に
か
え
っ
て
、
思
い
出
に
浸
っ

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

（
大
阪
府
在
住
／
タ
ミ
ー
さ
ん
／
70

代
女
性
）

　
　
　
　
　
　

▼

　

タ
ミ
ー
さ
ん
、
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
タ
ミ
ー
さ
ん

以
外
に
も
、
２
月
号
で
特
集
し
た

成
人
式
に
つ
い
て
、
多
く
の
お
便

り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

広
報
誌
を
通
し
て
、
ご
自
身
の

思
い
出
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け

て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
い

た
だ
い
た
お
手
紙
を
読
み
な
が
ら
、

お
父
様
が
タ
ミ
ー
さ
ん
に
「
真
面

目
に
な
！
」
と
言
葉
を
贈
ら
れ
た

光
景
を
想
像
し
、
と
て
も
温
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

タ
ミ
ー
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
新
成
人
を
愛
情
深
く
育
て

た
保
護
者
の
方
々
は
、
嬉
し
く
も

あ
り
、
少
し
寂
し
く
も
あ
り
、
そ

し
て
、
や
っ
ぱ
り
ま
だ
ま
だ
心
配

な
気
持
ち
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
親
が
子
を

思
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

成
人
式
の
取
材
を
す
る
中
で
、

最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
親
・
恩
師
・

友
人
な
ど
、
周
り
の
人
々
に
感
謝

す
る
気
持
ち
が
、
と
て
も
強
か
っ

た
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
、
生
活
様
式
が
大

き
く
変
わ
っ
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

周
り
に
感
謝
し
て
、
皆
で
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
改
め
て

教
え
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

新
し
い
時
代
を
生
き
る
、
若
い

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
、
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

垂
水
市
の
広
報
誌
は
、
内
容

が
充
実
し
て
い
て
、
何
よ

り
担
当
者
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
る
の
で
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま

す
。
娘
が
垂
水
に
住
ん
で
い
る
の

で
す
が
、
あ
る
日
、
娘
の
嫁
ぎ
先

か
ら
『
娘
さ
ん
が
毎
月
か
か
さ
ず
、

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
で
手
紙
を
く
れ
る

の
よ
。
そ
れ
が
嬉
し
く
て
フ
ァ
イ

ル
に
保
管
し
て
る
の
だ
け
ど
、
か

れ
こ
れ
５
年
く
ら
い
に
は
な
る
か

な
ぁ
。
い
つ
も
楽
し
み
で
ね
ー
。』

と
聞
き
ま
し
た
。
娘
が
垂
水
市
の

広
報
誌
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
嫁
ぎ
先
の
両
親
に
手
紙
を

送
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
我
が

娘
な
が
ら
な
か
な
か
や
る
な
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
薩
摩
川
内
市
在
住
／
ゲ
ン
の
マ
マ

さ
ん
／
60
代
女
性
）

　
　
　
　
　
　

▼

　

ゲ
ン
の
マ
マ
さ
ん
、
お
便
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

娘
さ
ん
に
、
広
報
た
る
み
ず
の

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ
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〒 891-2192
鹿児島県垂水市上町 114

■連絡先

TEL：0994-32-1111
FAX：0994-32-6625

■編集・デザイン
垂水市役所
企画政策課　秘書広報係

■コスト
ページ単価　1.40 円（税別）
本号コスト　55 円

■定期購読
市外在住の方を対象に、ご
自宅に毎月お届けする定
期購読を行っております。
詳しくはお尋ねください。

（年間購読料 1,500 円）

■ふるさと納税
積極的なふるさと納税事
業を展開しています。ぜひ
一度、ご覧ください！
http://www.furusato-tax.jp/
japan/prefecture/46214
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2022 年（ 令 和 ４ 年 ）
３月 1 日発行／ No.131

推計人口   ２月１日現在

❶総人口／ 13,289 人（-42）
❷世帯数／ 6,397 世帯（-15）
❸男性／ 6,180 人（-16）
❹女性／ 7,109 人（-26）
※総人口減
　自然減（-27）社会減（-15）
※（　　　）は前月比
◎総務課／☎内線 357

市場休業日
３月 2 日（水）　３月 6 日（日）
３月 9 日（水）　３月 13 日（日）
３月 16 日（水）　３月 20 日（日）
３月 21 日（月）　３月 23 日（水）
３月 27 日（日）　３月 30 日（水）
◎農林課／☎内線 240

桜島降灰収集
❶新城・柊原・牛根地区（第 1 火曜）

　３月 1 日（火）

❷上記以外の地区（第 2・4 火曜）

　３月 8 日（火）、３月 22 日（火）

◎土木課／☎内線 350

休日在宅医・薬局  ◎保健課／☎内線 164

日程 病院名 連絡先 薬局名 連絡先

3 月 06 日（日） 桑波田診療所 32-0002 フタヤ薬局 垂水店 32-7252

3 月 13 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

3 月 20 日（日） 東内科小児科クリニック 32-5522 いちご薬局 32-3656

3 月 21 日（月・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

3 月 27 日（日） ふくまる皮フ科 32-7771 ヘルシー薬局 垂水店 32-9022

4 月 03 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

4 月 10 日（日） よしとみクリニック 45-4215 小みかん薬局 32-8118

4 月 17 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

4 月 24 日（日） 池田温泉クリニック 32-6161 アルファー薬局 32-6400

4 月 29 日（金・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

納税等
３月分納期限　３月 31 日（木）
❶国民健康保険税／随時第１期

❷後期高齢者医療保険料／随時第１期

❸住宅使用料３月分

❹保育料３月分

❺介護保険料／第 12 期

◎税務課／☎内線 136

362022（令和 4）年３月 - 広報たるみず


